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 【目的】 
Liebowitz social anxiety scale for children and adolescents（以下
LSAS-CA）は児童思春期の社交不安症の臨床での診断補助や重症度
判定のために使用されている。今回の研究は、LSAS-CA と Anxiety 
Disorder Interview Schedule for DSM4 Child interviews（ADIS）の日常
機能評価についての自記式質問紙を用い、日本の高校での社交不安
症の有効なスクリーニング法の検討を目的とした。 
 
【方法】 
千葉県内の高等学校の協力のもと、830名の高校生に調査票を配布
し、769 名（男性 54.7％ 年齢 15～17 歳）を分析した。調査票は
LSAS-CA、主観的日常機能評価、社交不安による認知の有無（ADIS
から抜粋）、Depression Self-Rating Scale for Childrenを用いた。統計処
理は SPSS Statics version 21を利用した。 
 千葉大学医学研究院の倫理審査委員会の承認を得て、実施した。 
 
 
 
 
 
 
【結果】 
LSAS-CAの平均スコアは 38.47±27.25であった。主観的日常機能
評価は、うつ尺度を制御因子として除外しても LSAS-CAと相関関係
にあった（ρ=0.47、p<0.01）。いずれも男性より女性のほうが有意に
高く先行研究と同様の結果だった。LSAS-CAの探索的因子分析では、
3つの因子（学校因子、アサーティブネス因子、社会状況因子）に分
類された（α＝0.72~0.91）。判別分析では LSAS-CA の 4 項目が主観
的日常機能に影響が大きかった。“奇妙に思われる”や“嘲笑される”
認知パターンに比べて、“恥をかく”認知パターンが、認知のゆがみ
として最も主観的日常機能評価への影響が大きかった。 
 
【考察】 
 社交不安のスクリーニングとして LSAS-CAを用いる場合、今回の
調査では、作成者が提唱するカットオフポイントの 29.5点では 55.9%
が該当し、日本語版の作成者が提唱するカットオフポイントの 46点
では 34.7％が該当し、有用性が低かった。そのため、日常機能障害
のある群（障害の程度を 4以上とした群）と 46点を含めて評価する
と 21.8%が該当し、有用性を高めることができた。 
LSAS-CA の探索的因子分析では 3 因子構造をとり、先行研究の 2
因子構造の中から、社会状況因子からアサーティブネス因子が分離
され、日本の教育文化・状況が社交不安の重症度に影響を与えてい
ることが示唆された。 
LSAS-CAは全 48項目で判別された日常機能障害のある群を不安 4
項目で有意に判別することができ、自記式の評価では欠損値の頻度
が不安の項目より回避の項目で有意に多くなることがわかったため、
項目数を不安の 4 項目に限定することの有用性が示された。認知パ
ターンでも“恥をかく”認知が社交不安の重症度により影響を与え
ることがわかった。 
 
【結論】 
LSAS-CAの日本語版における探索的因子分析では 3因子構造（学
校因子、アサーティブネス因子、社会状況因子）を示し、社交不安
をスクリーニングするために用いる場合、4項目に限定すること、主
観的日常機能評価を行うこと、恥をかく認知の有無を確認すること
が、有効であることが示された。 
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